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Canva を使ってロゴマークの制作や名刺の制作、チラシやポスターの制作などを実践的

に行っていきます。 

 

 

 

学習目安：３時間 

 

Part１では、ロゴマークを制作していきます。 

株式会社 YAMA HOMEのロゴマーク（制作例は YAMA HOHEと表記）を制作していきましょ

う。 

 

 

上記のロゴマークを Canvaで制作していきます。 

まず、Canvaを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DESIGN 実践編

Part１ ロゴマーク制作
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「ロゴ」を選択します。 

 

 

 

キャンバスを開いたら、「デザイン」を選択し、今回はテンプレートを使ってロゴマー

ク制作を行います。 
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今回は、「家」で検索をします。 

 

  

 

検索結果から、下記のテンプレートを選択します。 
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テンプレートが選択できたらフォントを編集していきます。「フォント」を選択しま

す。 

 

 

 

今回は、YAMA HOHEと挿入します（YAMA HOMEで制作してもよい）。 
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次に下の文字に 「りそうのくらしをあなたに」 と挿入します。 

 

 

 

文字を変更できたら、「りそうのくらしをあなたに」のフォントサイズを 16ptから 8pt

に変更します。 
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続いて、フォントサイズを 40ptから 29ptに変更します。 

フォントの種類も Source Han Sans JPに変更します。 

 

 

 

上手くできましたか？以下の制作例を参考に別のロゴマークも作ってみてください。 

 

 

制作例 
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学習目安：３時間 

 

Part2、ここでは、Part１で制作したロゴマークを使用して名刺デザインを制作します。 

 

制作前に Part1 で制作したロゴマークを開いてコピーをしておいてください（右クリッ

ク＋コピーorショートカット Ctrl＋c）。 

 

 

  

Part２ 名刺制作
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ホーム画面右上の「新規デザイン作成」を選択して名刺を検索します（※新しいバージ

ョンは左上）。 

 

 

 

新規に開けたら、画面に先ほどコピーしておいたロゴマークを貼り付けます（右クリッ

ク＋貼り付け orショートカット Ctrl＋ｃ）。 
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上部の選択バーより「配置」を選択します。配置パネルが左に開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロゴマークを選択した状態で中央揃え（横）中央揃え（縦）を選択すると、ロゴマーク

が中央に配置されます。 
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次に背景に色を入れて表面は完成となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エフェクトから

背景を選択 

色を選択 
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続いて裏面の制作に入ります。名刺のフォントサイズを説明していきます。 

 

 

 

名前 12P以上～ 住所、電話番号など ６P以上 最小サイズは 5.5Pです。 

これ以上サイズが小さいと視認性に欠けるので注意してください。 

 

文字の整列について 

 

ロゴマーク・文字の始まりは整列させます。始まりと終わりの幅を同じにします。 

フォントサイズ・文字の整列を踏まえ裏面を制作していきます。 
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下にある＋ページでページを追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロゴマークを左端に配置します。 
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ここからは、フォントサイズ・文字に気を付けながらテキストを入力していきます。 
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同じようにテキストボックスを追加して、名前の上に文字を打ってみましょう。 
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ピクトグラムを配置してみましょう。左側の素材ピクトグラムを選択して、検索窓に検

索したいキーワードを入力します(例：電話 メールなど)。 

 

 

 

素材をクリックすると画面上に配置されるので、サイズを整えます。 

 

 

 

これで完成です。 

  

②  ①  
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学習目安：３時間 

 

Part3、ここでは地図を制作します。 

Part1で制作したロゴマークと同じキャンバスを開きます。 

 

 

 

 

  

Part３ 地図制作
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「素材」の図形からラインの左上の直線を選択します。 

 

 

 

回転する際は直線を選択したあと、   のピクトグラムをドラッグすると回転できま

す。 
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次に線路を地図上に表現させるために、点線を選択します。 

 

 

 

直線を横に 2つ付け足し、縦に斜めに１つ配置します。 
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60度に回転させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素材から図形を選択して長方形を作り、色を選択します。 

 

 

  

色の選択 
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長方形が作れたら、「テキスト」からテキストボックスを追加して、「station」と入力

します。 

 

 

 

信号機のイラストを「素材」から検索をして、配置します。 

 

 

 

  

信号機と打つ 
③  

②  

①  
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配置したら、信号機の色を変更させます。 

 

 

 

信号機のイラストの大きさを小さくして、下の図のように配置します。 
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「素材」から地図と検索をかけて、地図上に目標地点となるピンを配置します。 

 

 

 

イラストの大きさを小さくして以下の図のように配置できたら、カラーの変更をします。 

 

 
  

地図と打つ 
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最後に「テキスト」からテキストボックスを追加して地図上のピンの上に、「YAMA  HOHE」

と入力して配置したら、地図の完成です。 
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学習目安：４時間 

 

Part4 では、Part1・Part3 で制作したロゴマークと地図を活用して、チラシを制作して

いきます。皆さんそろそろ Canva にも少しずつ慣れてきたことでしょう。チラシを１点制

作した後に 2点目は会社案内チラシを自分で制作してください。 

 

 

 

チラシを制作するにあたって情報を整理していきながら、内容を確認していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Part４ チラシ制作

チラシ制作①
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制作のポイントを紹介します。 
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チラシの情報整理とレイアウトのポイントが理解できれば、制作に入って行きましょう。 

 

 

 

まず、チラシのキャンバスを開きます。 

 

 
 

「空のチラシを作成」を選びます。 

 

 

  

Ｌｅｔ’ｓ Ｔｒｙ！！ 

チラシと打つ 
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チラシのテンプレートを配置します。 

デザインを選択して「ホワイトブラウン木シンプル住宅見学会」と検索します。 

 

 

 

配置したら、Part1で制作したロゴマークをコピー＆ペーストします。 

大きさを調整しながら配置します。 
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テンプレート内の文言などを変更していきましょう。 

①タイトルのフォント変更、②日付の変更、③キャッチコピーのフォント変更 

④写真の変更、⑤ご予約特典の背景色変更、⑥検索ワード(YAMA  HOMEに)変更 

⑦メールアドレスの変更、⑧URLの変更、⑨地図の変更 
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写真の変更は、「素材」を開いて、「家」と検索します。 

 

 

 

写真を選択して画像をドラック＆ドロップをします。 
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最後に背景色を以下の図のように変更します。 

 

 

 

変更すれば、完成です。 
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データの書き出しについて 

制作データを JPEGや PNG、PDFなどに 保存することができます。チラシやポスターは、

PDFで保存することが多く、今回も制作したチラシを PDFに書き出します。 

 

 

 

共有を選択し、次にダウンロードを選択します。 
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ファイルの種類を PDF(印刷)に変更した後、トリムマークと折り返しにチェックを入れ

ます。トリムマークとは印刷時の断裁位置や CMYKの各インクの刷り位置を合わせるために

必要な目印のことです。 

 

 

 

ダウンロードが出てきたら書き出しができます。 
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次にテンプレートを使用せずに会社の求人募集チラシを制作してみましょう。はじめに

依頼内容を確認します。 

 

 

 

デザイン指示については以下の内容です。 

 

 

チラシ制作②

先方からの依頼内容 

デザイン指示 

自分で考えた会社名（好きに決めてよい） 

暖かみを感じる色合い 

暖かみのある配色 

自分で考えた会社名（好きに決めてよい） 
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依頼内容・指示内容を元に実際どのようなチラシの構成にするのか、配置や配色等を考

えていきましょう。次のページより完成例を元に制作の流れを説明します。 

 

 

 

完成例 

００－００００－００００ 
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それでは制作の流れを説明していきます。 

 

１． ラフを考える 

 

A４サイズの新規キャンバスを用意します。 

左側のツールボックスから「お絵描きツール」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どういったレイアウトにするかペンを使用してアイデアを書き出してみましょう。 

書き出したアイデアを元に図形を使用してレイアウトを制作します。 

 

 
 

  

アイデア出し レイアウト制作 
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２． チラシに使用する素材を選ぶ 

 

制作したレイアウトを元に、写真を選びます。 

Canvaの素材やフリーの素材サイトより選んでアップロードします。 

35ｐのコンセプトに「一緒に働きたくなると思えるようなデザイン」とあるので、楽し

く働いている明るいイメージの写真とイラストを選びます。 

 

 

 

３．フォント選び・テキストの入力 

 

指示書を元にキャッチコピー・求人情報などを入力し、フォントを選びます。 

チラシ制作の際のフォントサイズの目安ですが、タイトル・キャッチコピー（20～40pt） 

本文（6～15pt）となります。誤字脱字にも注意して依頼内容と違いがないか確認します。 

 

４．色の選択 

 

文字の色や背景色を選択します。知識編で学んだ補色などはハレーションを起こすため

避けましょう。今回は明るいイメージですので暖色のイエロー系を使用し、目立たせたい

部分に青色を使用しました。 

 

以上がチラシ制作の流れになります。こちらを参考に会社の求人チラシを制作していき

ます。制作前にデザイン指示書を元に制作する内容を書き出して整理していきましょう。 
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キャッチコピーや配色を考えます。 

 

 

インプット 

デザイン指示 
自分で考えた会社名（好きに決めてよい） 

暖かみのある配色 
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情報を書き出して整理ができたら、流れに沿って制作してみましょう。 

求人チラシ完成後、下枠の中にコンセプトを書きましょう。 

コンセプトを書けたらチラシ制作は終了です。 

 

 

 

★制作に悩んだら 

アイデアに悩んだら色々なチラシをリサーチしてみましょう。 

 

制作されたデザインが紹介されているサイト 

 

【Pinterest-ピンタレスト】 

https://www.pinterest.jp/ 

 

「求人チラシ」と入力して検索してみてください。 

他にも、自宅に届いたチラシや、デザインの本など興味がある方は読んでみることをお

すすめします。  

コンセプト 

https://www.pinterest.jp/
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学習目安：４時間 

 

Part5では、ポスターを制作していきます。 

チラシを制作して操作にも慣れてきたと思います。ここでは、山口県をアピールするポ

スターを制作していきましょう。 

 

 

 

以下のポスターデザイン制作課題を確認し、ポスターを制作しましょう。できるだけ制

作例を見ずに自由な発想で作ってみてください。 

 

 
 

 

 

基本的に通りすがりにポスターを見る人が目を留める時間は２～３秒程度です。パッと

見ただけで内容がよく分からないからといってわざわざ立ち止まって見る人は少ないです。 

その短い間に「伝えたいことをしっかり伝えられる」、これがよいポスターの特徴です。 

 

 

 

Ｌｅｔ’ｓ Ｔｒｙ！！ 

ＰＯＩＮＴ 

ポスターデザイン制作課題 

Part5 ポスター制作
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ジャンプ率 

情報を配置するとき、忘れてはいけないのがジャンプ率です。 

ジャンプ率とは、画像や文字の大きな部分と小さな部分の比率のことです。 

 

 

 

このように、ポスターではジャンプ率が高いほうが効果的です。 

ジャンプ率の低いものは教科書やコラム、広告などに使われています。説得力が上がる

ので、じっくり読んでもらいたいときに有効な手法です。 

 

フォントサイズ 

ポスターのフォントサイズですが、タイトルは 70pt 以上、見出しは 60～70pt、本文は

32～40pt程度が目安となります。 

 

写真について 

ポスターで使用する写真は、解像度が高い鮮明な写真を選びましょう。 

構図によっては、トリミングや写真の調整機能を使用してみましょう。 

 

ポスターが出来上がったら、キャッチコピーなどの語句に目線がいくか（ジャンプ率）、 

伝えたいことをしっかり伝えられるか、全体を表示して客観的にチェックしましょう。 

ジャンプ率について 
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０１．制作例 
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０２．制作例 
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学習目安：３時間 

 

これまでは、紙媒体のデザインをしてきましたが、ここからは、Web 媒体で必要とされ

る広告バナーや PCサイトのメインビジュアルなどの Webデザインを制作していきます。 

Web媒体とは、PC やスマホで閲覧する Webサイトを使用して情報を発信しているメディア

のことです。 

 

 

 

Web バナーとはバナーをクリックしてもらうことで、紹介している商品やサービスを案

内しているページにアクセスしてもらうことを目的とした広告です。いろいろなサイズの

バナーが Webサイトやスマートフォンのアプリで利用されています。 

 

 

バナーの種類 

 

 

  

Part６ Webバナー制作
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バナーデザインのポイント 

 

広告バナーは、ぱっと見で情報を伝えないといけないため、瞬間的に内容が伝わり、消

費者の興味・関心を引き付け、心を動かすデザインが求められます。基本的には、知識編

でお伝えしたデザインの基本がベースとなりますが、バナーは A４のチラシやポスターに

比べて面積が小さく、Web サイトでの表示なので、制作のポイントをいくつか紹介します。 

 

文字の強弱 バナーは小さな面積なので、文字の強弱が重要となってきます。 

文字の優先順位を決めて目立たせたい文字は大きく配置しましょう。 

 

 

写真のトリミング バナーで写真を使用する場合はトリミングして使用しましょう。 

 

 

  

ＰＯＩＮＴ 



47 

 

 

 

それでは山口県の PRポスターにて使用した写真の素材やキャッチコピーを使用して、 

山口県２泊３日・癒しの旅を販売している旅行会社のサイトにアクセスしてもらうことを

目的した広告バナー制作にチャレンジしてみましょう。 

 

 

名刺・チラシ・ポスターなどの紙に印刷するデザインではキャンバスのサイズは mm単位

でしたが、Webデザインで用いられる単位Ｐx（ピクセル）となります。 

カラー指定は RGBカラーとなります。 

 

Canvaで新規デザイン→「バナー」を選択します。 

 

1200×600pxのキャンバスが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌｅｔ’ｓ Ｔｒｙ！！ 

広告バナー制作課題 
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カスタムサイズにて 1200×600px を指定しても OKです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規キャンバスが開けたらバナーを制作してみましょう。 

 

 

ポスター制作の２例目を元に広告バナーを制作 

 

 
 

【制作意図】 

・バナーの８割に写真を使用することで目を引くデザインに 

・バナー下部に緑色の帯を作り、そこに旅行の詳細を記載することで分かりやすく 

・クリックして欲しい「詳細はこちら」のボタンは目立つ色合いに 

制作例 



49 

 

 

 

学習目安：３時間 

 

メインビジュアルとは 

 

主に Web サイトのトップページ上部に配置されるイメージ画像のことで、Web サイト

を訪れたユーザーが最初に目にする部分のことを言います。イベントの内容・期間といっ

た告知や、新商品・おすすめ商品など旬な情報を伝えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイズは、1920px×1080px または、1536px×864px が基本的なサイズになります。 

 

 

メインビジュアルの作り方のポイント 

１.文字を入れる（キャッチコピー、サブキャッチ、キーワードなど） 

 

メインビジュアルで伝えたいメッセージを、キャッチコピーやサブキャッチなどのテキ

ストを考えます。専門用語を使用することは控えるようにし、誰にでも伝わるようなテキ

ストを意識してください。 

 

２.写真やイラストを選定する 

 

基本的にはキャッチコピーに合った写真やイラストなどの素材を選びます。 

文字情報よりも視覚情報の方が早く正確に伝わるので、そのイメージを見ながら文字を読

むことで、より早く、より深く、ユーザーの心にキャッチコピーが入っていくことが期待

できます。 

ＰＯＩＮＴ 

Part７ Webサイトのメインビジュアル制作
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メインビジュアルを作る際の注意点 

メインビジュアルのデザインを行う際の注意点は２つです。 

①情報を詰め込みすぎない 

②デザインに凝りすぎない 

 

①情報を詰め込みすぎない 

 

メインビジュアルで伝えたい情報は多くあるかもしれませんが、いろんな情報を入れて

しまうと、伝わりづらくなってきます。 

１番に伝えたい情報は何なのか整理して、できるだけシンプルに一目で見て理解できる

ようなメインビジュアルを意識しましょう。 

 

②デザインに凝りすぎない 

 

キャッチコピーに合う写真やイラストを使用することを意識しましょう。 

どうしても手詰まりになってしまった場合は、ピンタレストや作るサイトと同じジャン

ルのワードで検索をかけて調べてみましょう。 

 

 

それでは実践編で制作してきた会社のロゴマークや文言等を使用して、会社のホームペ

ージを作っていきましょう。 

 

 

  

Ｌｅｔ’ｓ Ｔｒｙ！！ 

メインビジュアルデザイン制作課題 



51 

 

制作に入る前に以下のメモ欄に整理していきましょう。 

 

 

 

さっそく作っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インプット 



52 

 

Webサイトを選択します。 
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実際に制作していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

引き続き、様々なデザインにチャレンジしてください。 

 

実践編は以上で終わりです。 

 

制作例 


